


事業名 ：異業種交流会を終えて
会員拡大委員会/佐藤 健雄

【本文】
6月8日（木）キャッスルホテルにて、会員拡大委員会「異業種交
流会」を開催致しました。異業種交流会は、コロナ禍で開催を見
送っていたこともあり、今回は4年ぶりに開催することができまし
た。現役メンバーに加え、外部からは9名の青年経済人をお招きし、
20代、30代という秋田では本当に貴重な同世代の青年経済人が集
まり、懇親を深める機会となりました。途中、余興としてクイズ
大会を行い、秋田の地域について、また青年会議所の組織につい
て、そして秋田青年会議所の活動・運動について関連した問題を
出題し、グループで交流すると同時に我々団体の意義や目的につ
いて理解していただく機会となりました。
外部の参加者からは後日「青年会議所の魅力について知ることが

できた。」や「有意義な時間で前向きに入会を検討したい。」な
ど、今後秋田青年会議所に入会したいという志を同じくする仲間
を増やすきっかけにもつながりました。
今回の異業種交流会を通して、現役のメンバーもあらためてJCの

魅力や意義を再認識し、今後のJC活動・運動のモチベーションを
高める機会となり、大変有意義なものとなりました。
結びになりますが、今回ご参加頂いた皆様におかれましては心

より感謝申し上げます。



6月例会を終えて
JCI秋田ブランディング戦略委員会/金子 拓也

【本 文】
6月21日(水)あきた芸術劇場ミルハス小ホールにて、6月例

会に担当委員会委員として参加致しました。
本例会は秋田JCシニアクラブ会員でもあられる、秋田市長穂
積志氏をお迎えして「知ろう、あきたの課題 考えよう、
我々にできること」というテーマにてお話しいただきました。
JC現役時代から秋田市長になるまでの普段なかなか耳にす

る事ないお話しを聴き、JC現役時の活動が議員での活動や今
の市政に繋がっていると感じ、我々の活動も秋田の未来に実
を結ぶ可能性があることを感じました。
お話しの中で、宝島社「田舎暮らしの本」2月号の「2023年

版第11回住みたい田舎』ベストランキング」で、秋田市が6
部門で1位を獲得したと紹介されました。これは誠に素晴ら
しいことであると感じる反面、何が評価されてのこのランキ
ングなのか、実際に住み暮らす我々にその実感はあるのか、
色々考えさせられるきっかけともなりました。秋田JC メン
バーとしても明るい豊かな社会を実現するためにしっかりと
地域を見つめ、魅力あふれる秋田を目指しより一層邁進して
いきたいと改めて実感をしました。
結びになりますが、今回は一般参加をはじめ、他団体や他

LOMの方達も遠方からもご参加いただきましたことに感謝申

し上げ、今回の例会が参加者のお住まいの地域の明るい豊か
な社会の実現に近づく一歩となりますことをご祈念申し上げ
ます。



＜異業種交流会の様子＞

＜6月例会の様子＞


